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●き頭言「木質資源の活用について」

F研 究情報「ブナ ナラ堅果の豊凶調査J

●トピック「木材試験場製品開発討康棟が完成J

でニユースr斎藤三任研究員に林木育種研究長励貞J

「同本主任業務技師に

第24回ll業科学技術振興賞(研究支援功労貞)」

●平成18年度の主な研究テーマ 人事黒動

OPB51支材を使つた海岸保ヨ林防風柵の開発
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林業技術センター所長 刀ヽ倉 優 "

4「 から当センター所長に破4「いたしました

岬tのホ|1炊“科長とよ務となりますが と うぞ

よらしくおいいいたします。

ごⅢⅢ口,)とおリ ヤ 文16 1tl l(tは■1'に

よるスキ‖4)キ"口Iや側伏 ■ にはオブツサ打

キクイムンによるナラなの'|口1村L【 秋に1ま

アナ す ラⅢⅢのツ‖【11によリツキ′ワダマがJと

に出世したため 片t内て 1●件 24人 のノ、,社

=が ■4iしました。

lHえてこ11までⅢⅢr誌にはいなか,た イツシ

ツまてこかり!対の奈でに呼されるなど こ の■

は4に 共わるⅢ件が多チとしたことから 県 内の

なに何かとん 〔もない!t変がチこ生しているいで

はないかというi貨然としたイ(女の声が ||(ttか

ら高まりました

こうした声を受けて県内の本のI tllと‖也

さらに今後のttづくりをとのように進めていく

べきか 必 要なHlよをどうするのか そ して

これらを包iiした条例のⅢ日はどうあるへきか

寺 に ついて検討衣良会を設け 1 lF余にわた,

て検討を進めてきましたt

その描米 い わゆる荒れた1日と称される枚‖

打林や埋」の堆J! 快 旧人工小のil広世交林化

などにより多村で公益的機能の市い森‖に1あⅢ

すべきであると提言されました。また実施に当

たっては 幅 広い,(民の参加を件て続づくりを

推進することが人明であるとし 研 修の実施や

フィールドと人とのlrl進し等を行う 「とやまの

森づくリサポー トセンターJの 設置や 「茶づく

リプランJに よる多Ftな森づくり守を進めるヘ

きとされました。これらについては可付Eなもの

からい次十千していますが ||!上tみ加のホつく

りを進めると側次的にホ竹材が今よリラh!こすこ

■することが'と込まれますt今 後 本 11lJのイ「

勧コ"町が献挫となってまいりますt

it Jitllに技術センターは 1■兆1武妨坊と木

1オ|よ敢坊では,【さオiています。そイ■ぞれの」!当

している分」|は ひ と高で言えば|■米試妨明は

多キ地‖における4づ くりの手法について'Fブヒ

しており ■ 荷卑itとしていヽ内い'むll‖をt[担

していますt

水‖■教場は原材||としての水材刊‖の千

iよについて'F4tしており 峠1内よ共ち‖上わる木

11ネ原材||に,lHし  ど ちらかと青えばややク

i!―′ヽルた悦点で研究しています

どに近の水材■川1の分野では 1オ価 利 用」世i

m■1法については従|(のイメージではJtえきれ

ないt llTTが lLがっているようです

商子の製造に当たっては 比 うのにうょうど

千ごろなF tlばを満たす必要があるため て き

るたけ女い本材を性坤 か ちJてめるJf米炭性と

なけ"ちです

このこと!ま すしtホH★ )1のir用によってk

州の4を さらに,tしくll全なチにi花導しようと

する 1ヽ動とは11反ヤ|の方いとなりますが 「本

材抑JI■とl ttiの作づくりJを市立できる方舛が

ないものかとつく'く !ようわけてす.

性FT業界のと様には ,t民みllのホづく)の

と☆を1陶Pさ1■ チ ャンスがあればできるだけ

地元にの木材を1にうことについて 1'段のご祀

はをきかちお願いしたいと思います.
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2004年 釈 高  ,(で は多数のツキノワゲマが

人里に出没し 人 身被きも多発しました。tlの

クマは 主 としてブナやナラなどブナ 十ヽ樹種の

撃典を空へているとさイ■ そ の」作が異常出没

の一因と考えられています。そこで 県 は2005

年より水の実の成り具合から秋の異常出没を予

測することとし 林業試卿うではブナ ミズナラ

コナラ里果の豊」調査を開始しました。

この3村種は 結 実年の年次変Ilが大きいも

のの 変 動の同期は一定でない村種として知ら

れています。つまり 向昨年凶作だったから今年

は豊作だろうJと いうようなlt湖!は一川には成

り立ちません。成熟したrFA果は 10月 前後に地

上に超下するので そ の最から讐凶を知ること

ができますが 秋 の異常出没を予‖|するために

は 当 然のことながら 遅 くとも更までに螢凶

を十日出iしなければなりません。

調査初年の 2005年 は 8月 中句から9月初

旬に成熟途上の厚果の成り真合を買は党で観察

して 単 凶をll断しました。これより早い時閉

だと 虫 害などにより成熟に千らない堅共を多

く含む調合となってしまう可能性があります.

また 特 にナラについては 堅 果がまだ小さい

ために lt上から成り只合を観察するのは難し

ブナ ・ナラ堅果の豊凶調査

いと考えられます。

ね査は 3樹 FEとも県内合取にわたる 5筒 所

ずつで行いました。その結果 ブ ナは全域で数

年に 1度の豊作 ミ ズナラ ヨ ナラは並作から

不作が見込まれると|」竹Fしました。そして 9月

中旬に 「クマ異常出没の恐れは少ないJ常 の発

表がなさオ■ 粘 呆として秋のrFヽ出渋はありま

せんでした.

2005年 に行った夏町の結実状lnt限察による

豊ば調査は今後も維続しますが よ り早い時期

に尊凶を予‖|できれば そ れに越したことはあ

りません。ブナについては 門 花堂から豊にを

予湖Ⅲする手法が知られています。そこで 今 後

はこの手法も用いることにしており 2006年 の

ブナは県内全域で四作になると予‖!しています。

ナラについては 技 念ながらこのような予測

子法は碓ヤされていません。ナラの結実最は

聞花塁 開 花から結実に三る間の木成熟落 ドと

虫告の科度 気 象条件 価 体の超伝的特性など

多種の要因に,右 されていると考えち, まヽす。

ブすとすラは高 県 の天然‖の主要樹lfであ

り 堅 果の豊にはクマ出渡に限らすえ然ば新の

成否にも影響するlHa道です。今後 長 町的な調

査により 聖 凶変動を生み出す要因や 県 内に

おける豊どの同嗣性について解lFを進めていく

予定です。

く問い合わせ>

林業試験場 中 島奮樹

ナ

開花 4 - 5 月 戒来と上3月 堅兵茂和 0月

ミズナラ
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2001i7月 1ヨ gⅢ ■■■=itン ■ tよ り 的 ol

■Ⅲ【1111ど力ヽ 3侑めちれている‖よJt術七

ンター 木 IJ試う1坊ⅢⅢ■‖IⅢ楽にわける2偉

の試販IⅢ を!古‖‖‖す[‖い` ,tiしました

と!‖け‖たlⅢlま その名のとわり 打 しい水Fi

理占よ十七け‖たするたい"製造 加 1性Ⅲ☆をitえて

TDけ |1公二―ス1よ↓はした本質製‖lt lpF■‖‖

たやと,tの理占l,‖発を支|テすることによって

'i:十1‖キJとi十IJのH上を|■★する「空t役刊を

|!ってt まヽコt

製品‖‖た■は HJ 18 nl ン と行き4S n

Ⅲ Ⅲ1862 nヤい人1!木と仁■れて 性 と11によli:

,1スギの人門F ttiと々は‖と叱性 スギ坦 tr l市を

154■・ 夕‖|には1然 11■||をSI」■,し た耐

ム‖り,打いit世を他したスギll‖を 480m!を

ど ち 山ヽ的に,ユ十1ス■を打|いています 今 後

H材が‖人するJiⅢlスギ1オの1打進■i人の“供と

なる姓物になっています

写真 1 製 品開発棟夕1創

と か つ‖けr/..の“からに,)ない「の出をす1つこ

とを +iしました!しかし 1 十ヽのあるちりRで

は 裕 IⅢ「 約 500トン (破Ⅲ115m)を 支え

るイ(付j士力`とⅢとを,ま|

常 の セi■rt的七民女llとでは 中 央‖木

にit4と'「ばれる★‖れ科をとし これにFチ

リ■を■|けて 大 きな‖の出を■|■します.

このセ市tn,をはと,レとを参考に 中 人の榔木

として45cnl lれのスギ人断Ⅲ lt★材をヤi“き

18nに ‖‖!にし ,lヤFと‖t水に,■1ドJ附てヤ十

,■を||けて いドを1, 15n、 の人さいⅢ十

の出を||はtしています fl,夕 1 15x211■

のスギ生成材を2■地き行わせ トラス世j士の

11■て■としています トラス■とすることで

十よ吹■せ1子たの性ltの生的 il十Lな フ レキ

ンフルな■‖町として IIやい市怖ltお少といこ

エツーン

1ヤN

ド!

! ⅢⅢ■ よP

ま 面 赳 軍 エ

|=

単 ¬

図 1 製品l■l発棟平面図
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鋤      朋

写真 2 棟 木とトラス梁

大きな雪荷車を支えることが可能になっていま

す.加 木には ■ 枚を川いて山げの力を減少さ

せ 集 成任の間隔を6■1に拡げています.こ の

ような工夫により ヽ の少ない大きな生円が実

現しています。

半rHの様々な新製品開発の支援ができるように

なっていますっ

1)切 削加エツーンの主な設備

モルター サ ンダー 超 仕上げ飽線 イ ンサ

イジングマシン 仕 口加工機 フ ィンガー切削

機 ロ ータリーレース

2)製 品加エツーンの主な設備

接着集成ニリア

合慣 集 成材寺の積層接若加工設備

幅はぎ機 高周 Ftブレス ネ 煮圧Tlr成型装 tt

大型ホットプレス ス テームプレス

注票処理エリア

米剤 樹 情を木1材に加圧拘:人する設備

防店と入装置 真 tt加圧含浸装置

表面処理エリア

塗Hrや表LE密 などの表面処l[設備

埜装プース uv r箕 装置 と 装乾燥装檀

加熱プレスローラー

化学処理エリア

木材液化 黒 材料複合などの化学処rfI設備

液化装置 ‖ 出し成型校 モ ノマー重台装置

趣臨界抽卜H装置

耐候処理エリア

ウェザーメーター

当試販場と地域の集成材メーカーが共同で開

発している新しい全物接合法を一部に採用して

います。通常の笠物接合法では ボ ルトやビン

が材の側面に多数見えて意匠性が損なわれるも

のが多いのですが 本 投合法では金物は材内部

に将れ ボ ルト守も接合面は材の上而で見えな

いlL llみになっています ま た よ 匠性だけで

なく 本 接合法は 均1ボルトを財中に接者剤で

充填」定し 金 物で投合するものですが こ の

核古作業を工17■で 現場は金物接台だけという

接合の信lR性と施工性を両立しています.2オ

的ラーメンを含む幅広い投令法としての屁開を

目指しています。

内部は Ll仰lヵl工と製品加Tゾ ーンに2分官」

されています。製品わ1エゾーンは さ らに ド記

の試嫁エリアに細分され 相談宝も術/tており
写真 3 新 開発の接合全物
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斎藤室任研究員に林木育橋研究奨励自

林業試験場の斎藤真己主任研究員が 5月 lS日 (木)に東京主婦会館「プ

ラザエフ」で開催された (社)林 木育種協会の第 28回 通常終会で 林 木

育種にP4する樫れた学術研究実績に対して授与される 同 協会の 「第 6回

林木育種研究奨励賞」を受賞しました

O受 賞の題由となつた研男課題

「スギの雄性不稔性と花粉アレルゲンとに関する研究J

O研 究成果0頓 要

スギ花粉症対策の一環として 無 花粉になる雄性不稔性とlr花粉アレル

ゲン性に岩目し 宮 山県の精突樹 (成長が良く 樹 形に欠点がない 病 虫

害にかかっていないなど給合的に優れたス拘 の中にも雄性不稔遺伝子を

保有したクローンや花紛中のアレルゲンが極端に少ないクローンが存在す

ることなどを明らかにしたものです。

これらはともに遺伝的な形質であるため、交配することによって富山県

の風土に適した優良な雄性不稔もしくは低花粉アレルゲン性のスギの作山

が可能になり 今 後の研究と普及が期待されます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

同本=任 業務績師に第24回 林業科学技術振興貫
(研究支援功労自)

林業試験場の岡本政光主任業務技師が、 5月 30日 (火)東 京都千代田

区麹町 「スクワール麹町」で開催された (財)林 業科学技術振興所の林業

科学技術振興賞の授与式において 「第 24回 林業科学技術振興賞 (研究支

援功労賞)」を受賞しました。

O受 賞の対象となつた業摘

「宮山県における林木育種事業の推進および調査研究支援J

O秦 績の観喜

県に採用されて以来 今 日まで一貫して当場の試験研究業

務の支援者として 多 くの試験研究の推進に貢献してきまし

た。特に 「林木育種事業の推進に不可欠な採種園や採穂園の

維持管IIJ、「我が国で初めて品種登録の中討が受理された無

花粉スギの育成と一般供給に向けた取り組みの支援Jお よび

「緊急の課題であるスギ人工林の間伐を推進する原動力となっ

た間使指立卜の作成に向けた調査支的 などに尽力しました。
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刊
、

i

十平成18年度0 (2)森林の多様な機能に着目した育成菖理の

推進

11■laこjIいホづくりの,「″t

(3)中山間増すにおける特用林産物生産の推進

| ‖川1じ■のホ林を「Ⅲ‖したきのこIⅢと

キ■1の社11枚‖子の旧)ご

(4)県匿材 ・北海材の品質保証と高機能製品ヘ

の呑J用推進

ザitilせf峠樹を,「Jした本理門とす1(Ⅲlスギと

村‖したlf道川ltⅢt‖の‖‖すさ

(5)富山の気候 国 主に適した本造窪築物の

開発

‖lur■術を川いた1世Щ坪外 Ⅲ せ い‖すさ

(6)本質資源循碍利用の推進
rt衆,[科牛水“帥 ボ千ⅢⅢ‖!術の‖川すこ

‖
Ψ

●試験研究の重点目標

ホ‖モの各FT公,た的は市Lの|1打的た■とい■

,1可市ヒム立いてあるよ材のコIHltと を,1,

il叱と嗣1し た小■ 木 ‖■■の「烈と|■,

し よ の6つ を 1!i 世 として印!‖=lRり11

たています

(1)多雪地常における霧林の公tS的機能の露明

滞匠化を打制する杵弥の炭共PJと投市とに川

'る +11ri

因固園國
十                               ~…

… ~~― 市一 ヽ一

1        新         、        旧

1農 林水崖部妻事
1農 林水産部参事 (昇任|     | 、   ェ

小 倉  校 明   1森 林政策課長事務取扱      1壁 ↑↑質~ ~   l華

林業主希宅ラケ■新長     1森
林政策課長事務取扱|

劇 雅_1租蓮奎墓憂==■塞覇薔索弄
張~~

高橋 理 平
木材説駿場資源利用課長

兼県立大学

示 樹 林業試験場主仁研究員 (昇任)

真 己 林業試験場主任研究員 (昇任)

治 宏

本材試験場副主幹研究員

兼バイオテクノロジーセンター

中 島

斎 藤

林業試験既主仁研究員
富山農業普及指導センター主任

普及指導員

林業試験場研究員

林業試験場研究員

木材試験場資源利用課長

木材試験場副主草や研究員

石

水 本 克 夫 ff業技術センター再任用主任

寄 鮭 林業技術センター再任用主任鳥 崎

手 夫 林業技術センター再に用業務技師 林業技術センター主仁業務技師
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景観への配はや工事催生のTlh減などの間点

から 従 来の金属製にかわって木製の防風柵が

望まれています。そこで 県 産スギ丸催を用い

て 防 風効果が高( 砂 地でも加工可能な木製

海岸防風相けを開発しましたさ

初期の防瓜柵は支柱基rF部にヨンクリー ト

現が用いら,■ており 即 身でのコンクリー ト打

設は施工期間の延長とコストアップの要因に

なるほか 景 観的にも廃棄処分する_Lからも』

連となっています。そこで こ れらの観点かち

支柱基礎部を 写 真 1の とおリスギ丸樽を用い

てトラス状に組み合わせ さ らに水平耐力向上

のためにす降 積水を取付けました こ の1坊コ拍冊

を屋外のrt質十に設置し 水 子方向に荷毎を加

え 強 度14iヒを求めたところ 丸 樟紙木のllI付

け位置を上“F HT央 部 下 部と下げるに従い

荷重一変位の直線限Pr耐力および最大耐力は

間伐材を使つた海岸保費林防風柵の開発

写真 1 改 良型木製防風珊

増加し い ずれも防風mlの設計基準風遠 (45n〕′

s)を 上回る耐力を示しました ま た 支 柱■

礎部にFR木が無い場合と比十険すると 3信 以J■

の耐力を示し 横 本の効果は極めて高いことが

わかりました。

なお 防 風柵のよL上部は 既 に当場で開発し

た防風効果と耐力がある三角断面横本材と2本

の支tLを組み合わせたものを用いました。これ

は図 1のとおり 枚 木の形状が=角 LF面の場合

大鼓ll面の場合と比破して防瓜効果が高いこと

が確認されているためです。

0   4 0  4 0  0 0  S 0  1∞  1 2 0 1的

冊わう0正 離●m )

図 1 校 木の形状と風遠の減衰

今後は 海 |+1坊風珊設置区双外田部のコンク

リー ト擁壁にかわり 新 たに景観と調和した本

製擁撃と木製防風柵を一体化したm男 施ェ型防

風柵擁壁を開発する予定です

く間い合わせ> 木 材試験場 橋 本 彰
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